
中
世
仏
教
史
）
が
「
凝
然
大

徳
の
修
学
│
律
院
と
諸
宗
兼

学
│
」
と
題
し
講
演
し
た
。

凝
然
大
徳
は
仁
治
元
年

（
１
２
４
０
）
伊
予
国（
愛
媛

県
）
の
高
橋
郷
（
今
治
市
）

で
生
ま
れ
、
比
叡
山
で
菩
薩

戒
を
、
東
大
寺
戒
壇
院
の
円

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和３年（2021年）１０月１０日　日曜日 第780号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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『
八
宗
綱
要
　
仏
教
を
真
に
よ
く

知
る
た
め
の
本
』（
凝
然
大
徳
／
鎌
田

茂
雄
全
訳
注
、
講
談
社
学
術
文
庫
）

の
冒
頭
、
鎌
田
教
授
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

「
仏
教
は
人
間
学
で
は
あ
る
が
、

人
間
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
、
と
い

う
こ
と
は
仏
教
の
宗
派
の
な
か
で
も

そ
の
見
方
は
異
な
る
。
た
と
え
ば

『
維
摩
経
』
で
は
、
人
間
は
空
無
な

存
在
で
あ
り
、
空
無
の
中
に
生
き
つ

づ
け
る
の
が
人
間
で
あ
る
と
見
る
。

三
論
宗
や
禅
宗
で
も
人
間
を
こ
の
よ

う
に
み
る
。
し
か
し
一
面
、
人
間
は

罪
業
を
背
負
っ
た
存
在
で
あ
り
、
自

分
の
力
で
は
永
久
に
救
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
も
み
ら
れ
る
。
浄
土
へ
の

往
生
を
希
願
し
た
り
、
煩
悩
汚
辱
の

存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
れ
ば
、

前
掲
書
で
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ

て
い
る
。

「
仏
教
用
語
は
人
生
の
生
き
方
と

無
縁
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
た
ん
に
観
念
的
に
述
語
を
羅
列

し
た
の
が
仏
教
の
教
義
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
た
ん
な
る
形
而
上
学
や
観

念
論
で
は
な
く
、
苦
悩
を
背
負
い
な

が
ら
生
き
て
ゆ
く
人
生
の
真
相
に
裏

打
ち
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

こ
れ
は
ほ
か
の
宗
教
に
つ
い
て
も

同
じ
で
、
思
想
に
か
か
わ
る
学
び
は

自
身
の
生
き
方
と
連
動
し
て
い
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。

今
年
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

京
都
国
立
博
物
館
で
特
別
展
「
凝
然

国
師
没
後
七
百
年
　
鑑
真
和
上
と
戒

律
の
歩
み
」
が
開
か
れ
た
。
戒
は
自

浄
土
教
や
真
宗
の
よ
う
な
人
間
観
も

生
れ
る
は
ず
で
あ
る
」

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

鎌
田
教
授
の
核
心
は
観
音
信
仰
に

あ
っ
た
が
、
禅
宗
か
ら
浄
土
宗
ま
で

ま
さ
に
凝
然
の
よ
う
に

修
学
し
、
当
時
、
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
韓
国
の
寺
院
を
、

辺
鄙
な
山
奥
ま
で
韓
国
の
仏
教
学
者

以
上
に
訪
ね
歩
い
て
い
た
。

よ
く
言
わ
れ
た
の
は
、
イ
ン
ド
、

中
国
、
韓
国
の
仏
教
と
並
列
的
に
比

較
し
な
い
と
、
日
本
仏
教
の
意
味
は

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
源
流

は
同
じ
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
や

文
化
、
思
想
を
吸
収
し
、
変
容
し
て

き
た
か
ら
だ
。

ら
の
内
面
の
戒
め
、
律
は
共
同
体
の

ル
ー
ル
で
、
仏
教
は
戒
律
を
守
る
集

団
に
よ
り
生
き
続
け
、
広
ま
っ
て
き

た
。
奈
良
時
代
、
聖
武
天
皇
が
鑑
真

和
上
を
招
聘
し
た
の
は
、
日
本
仏
教

を
国
際
標
準
に
近
づ
け
る
た
め
で
あ

り
、
仏
教
立
国
を
概
成
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
天
然
痘
を
収
束
さ
せ
た
い
と

の
願
い
も
あ
っ
た
。

同
展
を
見
て
再
認
識
し
た
の
は
、

戒
律
と
は
仏
教
の
原
点
回
帰
、
信
仰

復
興
運
動
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
内

面
の
刷
新
か
ら
社
会
活
動
に
も
及
ん

だ
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
、
新

仏
教
の
興
隆
に
刺
激
さ
れ
、
旧
仏
教

を
復
興
さ
せ
た
僧
た
ち
の
一
人
が
凝

然
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
キ
リ
ス
ト

教
に
お
け
る
宗
教
改
革
と
カ
ト
リ
ッ

ク
の
復
興
に
似
て
い
る
。

そ
の
流
れ
は
、
江
戸
時
代
に
『
十

善
法
語
』
を
著
し
、
大
坂
商
人
ら
か

ら
「
片
手
に
算
盤
、
片
手
に
十
善
法

語
」
と
支
持
さ
れ
た
慈
雲
に
つ
な
が

り
、
明
治
の
渋
沢
栄
一
に
結
実
す

る
。
近
代
日
本
の
資
本
主
義
は
そ
の

よ
う
な
思
想
的
背
景
で
形
成
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
歴
史
を
見
て
も
、
宗
教

や
思
想
を
学
ぶ
意
味
は
、
自
分
の
生

き
方
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
宗
教
・
思
想
は
生

き
て
、
発
展
す
る
も
の

と
な
る
。
他
宗
・
多
宗
派
に
学
ぶ
意

味
は
、
視
野
を
広
げ
、
自
分
に
合
っ

た
も
の
を
探
す
た
め
で
あ
る
。
比
較

研
究
か
ら
深
層
を
探
り
、
真
の
自
分

に
近
づ
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

さ
ら
に
鎌
田
教
授
の
言
葉
を
引
用

す
る
と
、「
仏
教
に
八
宗
（
倶
舎
宗
・

成
実
宗
・
律
宗
・
法
相
宗
・
三
論

宗
・
天
台
宗
・
華
厳
宗
・
真
言
宗
）

な
い
し
十
宗
（
八
宗
に
浄
土
教
と
禅

宗
を
加
え
る
）
あ
る
の
は
、
人
間
に

対
す
る
理
解
や
、
解
釈
の
相
違
か
ら

き
て
い
る
。
別
に
八
種
類
の
人
間
が

存
在
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
人

間
を
理
解
す
る
側
面
に
は
八
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
存
在

そ
の
も
の
を
八
つ
の
面
か
ら
み
よ
う

と
し
て
八
宗
が
生
ま
れ
た
と
考
え
れ

ば
よ
い
。
仏
教
に
八
宗
が
あ
る
と
い

っ
て
も
、
そ
の
根
（
も
と
）
は
釈
迦

の
教
え
に
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な

い
。
釈
迦
の
教
え
が
種
々
に
解
釈
さ

れ
、
理
解
さ
れ
て
、
歴
史
と
風
土
の

異
な
る
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
八
宗
を

生
ん
だ
の
で
あ
る
。
八
宗
は
歴
史
的

な
条
件
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
も
の

で
も
あ
る
」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
宗
教
対
立
が
懸

念
さ
れ
る
今
、
そ
の
意
味
を
深
め
実

践
し
た
い
。

他
宗
に
学
ぶ
こ
と
の
意
味

祭
壇
の
中
央
に
は
、
飯
沼

春
子
・
東
京
藝
術
大
学
非
常

勤
講
師
に
よ
る
凝
然
大
徳
の

肖
像
画
（
鎌
倉
時
代
）
の
模

写
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
法
要

は
狹
川
普
文
別
當
を
大
導
師

に
、
式
衆
入
場
、
三
礼
（
さ

ん
ら
い
）
に
始
ま
り
、
唄

（
ば
い
）、
散
華
と
進
み
、
並

行
し
て
上
記
模
写
肖
像
画
の

開
眼
作
法
が
あ
り
、
表
白
で

狹
川
別
當
が
凝
然
大
徳
の
事

績
を
称
え
た
。
読
経
で
は
、

開
経
偈
、『
大
方
廣
佛
華
厳

経
』
入
不
思
議
解
脱
境
界
普

め
る
な
ど
朝

廷
か
ら
も
尊

崇
さ
れ
て
い

た
。29

歳
の
若

さ
で
著
し
た

『
八
宗
綱
要
』

は
日
本
仏
教

史
研
究
に
不
可
欠
の
文
献

で
、
八
宗
と
は
、
法
相
宗
・

倶
舎
宗
・
三
論
宗
・
成
実

宗
・
華
厳
宗
・
律
宗
の
南
都

六
宗
と
天
台
宗
・
真
言
宗
の

平
安
二
宗
の
こ
と
。
凝
然
大

徳
は
禅
宗
・
浄
土
宗
の
鎌
倉

二
宗
を
加
え
る
と
「
十
宗
」

に
な
る
と
し
、
日
本
仏
教
を

大
き
く
変
革
し
た
鎌
倉
新
仏

教
に
も
通
じ
て
い
た
。

日
本
仏
教
が
中
国
仏
教
圏

か
ら
完
全
に
独
立
し
、
新
た

な
展
開
を
と
げ
た
の
は
鎌
倉

新
仏
教
に
お
い
て
だ
が
、
鎌

倉
旧
仏
教
も
中
国
仏
教
教
学

と
は
異
な
る
独
自
の
展
開
を

と
げ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例

と
し
て
、『
八
宗
綱
要
』
の
訳

社

説

注
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
を

著
し
た
鎌
田
茂
雄
東
京
大
名

誉
教
授
は
、「
華
厳
宗
の
凝
然

教
学
に
は
中
国
仏
教
教
学
と

は
違
う
独
自
な
体
系
が
見
ら

れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

質
疑
応
答
で
永
村
教
授

は
、
明
治
の
宗
教
政
策
の
大

士
会
）
が
９
月
12
日
、
当

初
、
岡
山
で
開
催
の
予
定
だ

っ
た
が
、
感
染
防
止
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
日
本
看
取

り
学
会
の
渡
部
俊
弘
会
長

（
北
海
道
文
教
大
学
学
長
）

の
挨
拶
に
続
き
、
全
国
12
校

の
看
護
学
生
１
２
０
０
人
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
映
画
「
み
と

り
し
」
の
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

第
１
部
基
調
講
演
で
日
本

看
取
り
士
会
の
柴
田
久
美
子

会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

き
な
問
題
は
「
一
宗
一
寺
制

に
し
た
た
め
、
他
宗
を
学
ぶ

伝
統
が
失
わ
れ
た
」
と
語
っ

た
。
奈
良
仏
教
は
兼
学
が
基

本
で
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
の

学
部
に
学
ぶ
よ
う
に
、
僧
た

ち
は
六
宗
の
寺
に
通
っ
て
い

た
。
い
わ
ば
仏
教
諸
派
の
比

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

日
本
看
取
り
学
会
が
主
催

す
る
第
８
回
日
本
の
看
取
り

を
考
え
る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
共

催
：
㈱
日
本
看
取
り
士
会
・

一
般
社
団
法
人
日
本
看
取
り

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
TEL03-6657-9000  Fax03-6657-8999
http://www.kisaragibook.com

四
六
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２
９
６
頁
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体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

賢
行
願
品
偈
文
、
如
心
偈
、

廻
向
文
が
唱
え
ら
れ
、
三
礼
、

式
衆
退
場
で
終
わ
っ
た
。

参
列
者
は
関
係
者
に
限
ら

れ
た
が
、
興
福
寺
や
唐
招
提

寺
な
ど
南
都
六
宗
の
寺
の
代

表
者
も
臨
席
し
、
諸
宗
兼
学

と
い
う
凝
然
大
徳
の
姿
勢
を

偲
ば
せ
て
い
た
。

記
念
講
演
会
で
挨
拶
し
た

狭
川
華
厳
宗
管
長
・
第
２
２

３
世
東
大
寺
別
當
は
、「
鎌
倉

時
代
の
凝
然
大
徳
の
肖
像
画

は
賛
が
欠
落
し
て
い
る
の

で
、
狹
川
宗
玄
・
東
大
寺
長

老
が
作
成
、
狹
川
別
當
が
筆

を
執
っ
た
。
凝
然
大
徳
の
お

姿
は
柔
ら
か
く
、
誰
を
も
優

し
く
指
導
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
今
に
も
出
て
こ
ら
れ
る

か
の
よ
う
。
最
近
、
仏
教
系

大
学
で
は
鎌
倉
時
代
の
基
本

テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
『
八
宗

綱
要
』
が
使
わ
れ
な
い
よ
う

だ
が
、
こ
の
機
会
に
そ
の
意

義
を
見
直
し
た
い
」
と
述
べ

た
。次

い
で
、
永
村
眞
・
日
本

女
子
大
学
名
誉
教
授
（
人
間

文
化
研
究
機
構
理
事
・
東
大

寺
学
術
顧
問
、
専
門
は
日
本

照
に
師
事
し
て
通
受
戒
を
受

け
た
。
全
国
的
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
愛
媛

県
で
は
同
県
出
身
で
時
宗
宗

祖
の
一
遍
上
人
に
次
い
で
有

名
な
宗
教
人
だ
と
い
う
。
凝

然
大
徳
の
修
学
は
、
華
厳
を

宗
性
に
、
律
を
唐
招
提
寺
の

証
玄
に
、
密
教
と
天
台
教
を

聖
守
に
、
真
言
教
を
木
幡
観

音
院
の
真
空
に
、
浄
土
教
学

を
長
西
に
学
び
、
華
厳
教
学

に
つ
い
て
各
所
で
講
義
を
行

っ
た
。

円
照
の
没
後
、
東
大
寺
戒

壇
院
の
長
老
と
な
り
、
法
隆

寺
や
唐
招
提
寺
な
ど
南
都
寺

院
を
管
轄
。
後
宇
多
上
皇
が

出
家
し
た
際
に
は
戒
師
を
務

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

較
研
究
で
、
そ
れ
に
よ
り
自

分
な
り
の
仏
教
を
究
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
東
大
寺
戒
壇
院
に

お
け
る
戒
律
の
復
興
は
仏
教

自
体
の
復
興
を
促
し
、
教
学

研
究
か
ら
社
会
活
動
ま
で
幅

広
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
凝

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
神
の
安
息
に

あ
ず
か
る
約
束
が

ま
だ
続
い
て
い
る

の
に
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
思

わ
れ
る
者
が
あ
な
た
が
た
の
う
ち
か
ら

出
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
安
息
に
あ
ず
か
る

よ
う
に
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
さ
も
な
い
と
、
同
じ
不
従
順
の
例

に
倣
っ
て
堕
落
す
る
者
が
出
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
神
の
言
葉
は
生
き
て
お
り
、

力
を
発
揮
し
、
ど
ん
な
両
刃
の
剣
よ
り

も
鋭
く
、
精
神
と
霊
、
関
節
と
骨
髄
と

を
切
り
離
す
ほ
ど
に
刺
し
通
し
て
、
心

の
思
い
や
考
え
を
見
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
更
に
、
神
の
御
前
で

は
隠
れ
た
被
造
物
は
一
つ
も
な
く
、
す

べ
て
の
も
の
が
神
の
目
に
は
裸
で
あ
り
、

さ
ら
け
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

神
に
対
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
自
分
の

こ
と
を
申
し
述
べ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

（
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
４
：
１
、
11
│

13
）「神

の
安
息
」
は
神
の
創
造
完
成
の
時

を
示
す
。
人
類
始
祖
の
罪
の
ゆ
え
に
到

達
し
得
な
か
っ
た
理
想
の
実
現
は
、
後

の
世
に
託
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
到
来
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
現
の
時

が
近
づ
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ

て
神
の
約
束
が
更
新
さ
れ
、
理
想
実
現

の
希
望
が
前
進
し
た
と
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
神
の
約
束
は
時
を
経
て
も
変

わ
る
こ
と
な
く
成
就
、
完
成
す
る
と
き

ま
で
、
人
々
を
導
い
て
い
く
。
　
（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２

e-m
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

近
所
の
90
を

超
え
た
老
夫
婦

の
夫
が
足
が
お

ぼ
つ
か
な
く
な

り
、
妻
は
老
人

施
設
に
入
り
、

通
っ
て
く
る
70
近
く
の
娘

か
ら
、
父
が
外
に
出
て
動

け
な
く
な
っ
た
ら
助
け
て

ほ
し
い
、
と
相
談
さ
れ
た
。

重
す
ぎ
て
女
性
の
手
に
お

え
な
い
と
い
う
。
他
人
事

で
は
な
い
。
里
山
ク
ラ
ブ

は
そ
ん
な
た
め
に
も
あ
る

の
で
、
い
つ
で
も
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
と
答
え
る
と
、

安
心
し
た
様
子
だ
っ
た
。

そ
ん
な
家
が
増
え
て
い
る

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
た
の

は
、
行
事
や
集
会
が
少
な

く
な
っ
た
の
で
、
互
い
の

様
子
が
見
え
な
く
な
っ
た

こ
と
。
都
会
で
は
も
っ
と

大
変
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
災

害
が
発
生
す
る
と
、
助
け

が
必
要
な
人
が
ど
こ
に
い

る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。

仲
間
と
作
っ
た
里
山
ク
ラ

ブ
は
、地
域
の
環
境
維
持
・

改
善
が
目
的
だ
が
、
独
居

老
人
の
見
守
り
も
入
れ
よ

う
と
思
う
▼
オ
ン
ラ
イ
ン

で
看
取
り
士
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
視
聴
し
、
東
大
寺
で

の
凝
然
大
徳
の
御
忌
法
要

を
取
材
し
な
が
ら
、
自
ら

の
老
い
方
、
死
に
方
を
考

え
た
。
今
大
事
な
の
は
、

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
。

そ
れ
も
あ
り
、
夫
婦
の
老

後
の
た
め
、
と
言
っ
て
も

十
分
老
後
な
の
だ
が
、
隣

接
の
築
50
年
の
家
を
リ
フ

ォ
ー
ム
し
て
い
る
。
農
協

に
ロ
ー
ン
を
申
し
込
む
と
、

80
ま
で
に
払
い
終
え
る
よ

う
言
わ
れ
た
。
人
生
１
０

０
歳
時
代
に
、
社
会
は
ま

だ
対
応
し
て
い
な
い
▼
妻

は
、
息
子
夫
婦
が
孫
た
ち

を
連
れ
て
帰
れ
ば
泊
ま
れ

る
、
女
性
の
集
会
に
使
え

る
わ
、
と
気
楽
に
喜
ん
で

い
る
。
農
作
業
を
は
じ
め

ま
す
ま
す
忙
し
く
な
り
、

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
の

帯
津
敬
三
医
師
が
言
う
よ

う
に
、
歳
と
と
も
に
加
速

し
、
全
速
力
で
宇
宙
に
帰

る
よ
う
な
最
期
に
し
た
い
。

と
う
」
と
告
げ
た
。「
お
迎
え

現
象
」
は
現
場
で
何
度
も
体

験
し
て
い
る
。

当
日
、
介
護
士
か
ら
の
連

絡
で
訪
問
し
、
臨
終
の
看
取

り
を
し
た
。
そ
し
て
、
駆
け

付
け
た
家
族
に
看
取
り
の
作

法
を
伝
え
、
子
供
や
姪
の
人

た
ち
が
順
番
に
ご
遺
体
を
抱

き
、
お
別
れ
を
し
、
団
地
で

通
夜
を
済
ま
せ
、
葬
儀
に
参

加
し
、
火
葬
場
に
お
送
り
し

た
。ク

リ
ス
チ
ャ
ン
の
柏
木
先

生
の
言
う
平
安
な
死
を
迎
え

る
に
は
し
っ
か
り
し
た
死
生

観
が
必
要
で
、
看
取
り
士
も

そ
の
会
話
を
や
さ
し
く
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
死
は
暮

ら
し
の
一
部
で
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
在
宅
で
幸
せ
な
死
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
い
で
第
２
部
事
前
録
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
あ
な
た
が

考
え
る
愛
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
旅
立
ち
と
は
…
」
が
放

映
さ
れ
、『
人
は
生
ま
れ
変
わ

る
』（
ベ
ス
ト
ブ
ッ
ク
 ）
の

近
著
が
あ
る
藤
和
彦
・
経
産

省
経
済
産
業
研
究
所
上
席
研

究
員
、
船
井
勝
仁
・
㈱
船
井

本
社
代
表
取
締
役
、
渡
部
学

長
、
看
取
り
士
の
西
河
美
智

子
さ
ん
ら
が
「
愛
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
る
旅
立
ち
」
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。

然
大
徳
の
功
績
は
そ
う
し
た

観
点
か
ら
も
再
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
看
取
り
を
考
え
る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
る
自
宅
で
の
看
取
り

る
看
取
り
の
変
容
」
と
題

し
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

医
療
切
迫
の
中
で
最
期
を

迎
え
る
人
た
ち
は
、
限
ら
れ

た
時
間
を
在
宅
で
過
ご
そ
う

と
思
い
、
看
取
り
士
会
へ
の

依
頼
も
増
え
て
い
る
。
訪
問

看
護
師
と
連
携
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
も
24
に
増
や
し
、
１

５
０
０
人
を
超
え
る
看
取
り

士
と
エ
ン
ゼ
ル
チ
ー
ム
の
人

た
ち
が
、
今
日
も
現
場
に
出

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は

救
急
車
が
呼
び
に
く
い
の

で
、
自
宅
で
の
看
取
り
を
可

能
に
し
た
い
。

看
取
り
士
の
仕
事
は
、
相

談
に
次
い
で
臨
終
の
立
会

い
。
呼
吸
が
乱
れ
、
不
安
に

な
る
と
連
絡
す
る
よ
う
家
族

に
伝
え
、
臨
終
に
立
ち
会

う
。
寄
り
添
い
、
利
用
者
の

呼
吸
を
引
き
取
る
と
、
次
第

に
穏
や
か
に
な
る
。
そ
し

て
、
看
取
り
の
作
法
を
家
族

に
伝
授
す
る
。
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
、
旅
立
ち
に
伴
う
心
理
的

負
担
の
軽
減
で
、
悔
い
を
残

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

私
は
30
年
前
、
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
の
「
人
生
の
99
％
が

凝然大徳七百年御忌法要での散華

凝
然
大
徳
七
百
年
御
忌
法
要
・
講
演

不
幸
で
あ
っ
て
も
、
最
後
の

１
％
が
幸
せ
な
ら
ば
、
そ
の

人
の
人
生
は
幸
せ
な
も
の
に

変
わ
る
」
と
い
う
言
葉
に
出

会
い
、
看
取
り
活
動
を
始
め

た
。
そ
し
て
、
体
験
か
ら
次

の
よ
う
な
死
生
観
を
得
た
。

人
は
体
と
良
い
心
、
魂
の

三
つ
を
も
ら
っ
て
生
ま
れ

る
。
体
が
死
ぬ
と
き
、
人
生

で
蓄
え
て
き
た
魂
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
子
や
孫
に
引
き
継
が

れ
、
進
化
の
力
と
な
る
。
し

か
し
、
85
％
を
占
め
る
病
院

死
で
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で

遺
体
が
冷
た
く
な
り
、
抱
き

し
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
そ
れ
が
難
し
い
。

よ
き
死
に
つ
い
て
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
の
柏
木
哲
夫
医
師

は
、
苦
し
く
な
く
、
交
わ
り

が
あ
り
、
平
安
な
死
だ
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
に
沿
い
、

最
近
、
看
取
っ
た
認
知
症
の

あ
る
74
歳
の
女
性
の
ケ
ー
ス

を
紹
介
し
た
い
。
依
頼
者
は

離
れ
た
所
に
住
む
姪
で
、
死

の
３
か
月
前
か
ら
看
取
り
士

が
寄
り
添
い
始
め
た
。

彼
女
は
元
気
な
こ
ろ
、
回

復
し
た
ら
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
ち
た
い
と
言
っ
て
い
た
。

日
を
追
っ
て
が
ん
が
広
が

り
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
の

で
、
訪
問
医
師
と
看
護
師
、

部
屋
ま
で
届
け
て
く
れ
る
宅

配
弁
当
の
業
者
を
探
し
た
。

看
取
り
士
が
帰
ろ
う
と
す

る
と
、
寂
し
い
か

ら
帰
ら
な
い
で
と

言
っ
て
い
た
が
、

旅
立
ち
の
前
日
、

「
お
父
さ
ん
が
迎

え
に
来
て
く
れ

た
。
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
と
一
緒
で

幸
せ
よ
。
あ
り
が

東大寺
凝
然
大
徳
の
肖
像
画（
鎌
倉
時
代
）の
模
写

講演する柴田久美子会長

奈
良
市
に
あ
る
華
厳
宗
大
本
山
東
大
寺
（
正
式
名
称
は
金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺
）
金
鐘
ホ
ー
ル
で
９
月
25
日
、
鎌
倉

時
代
後
期
に
活
躍
し
た
東
大
寺
の
学
僧
・
凝
然
大
徳
（
１
２
４
０
│
１
３
２
１
）
の
七
百
年
御
忌
法
要
と
記
念
講
演
が
あ

っ
た
。
凝
然
大
徳
は
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
仏
教
史
を
広
く
研
究
し
て
日
本
仏
教
の
包
括
的
理
解
を
探
究
、『
八
宗
綱

要
』
な
ど
膨
大
な
著
作
を
残
し
、
新
興
の
鎌
倉
新
仏
教
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
旧
仏
教
の
復
興
に
貢
献
し
た
。

狹川普文別當 永村眞・日本女
子大学名誉教授

渡
部
俊
弘
・
北
海
道
文
教
大
学
学
長


